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 結び
 0.669MeVγの検出は重要な意義をもつoその強度から見て高い位置に積みあげることができな
 いo現段階では不満であるが七en七ativeな1evelschemeより組みたてられないのが残念であるo
 より正確な1evelschemeを知るにはSb124の崩壊からGe(Li)を使ってのcoincidence
 並に角度相闘関係の磁究が待たれるところである。
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 論文審査結果の要看
 所謂振動領域の原子核では第二励起準位にtwo卿ononst飢eと呼ばれる三重準位が期待される
 が,今までは殆んど発見されていない。この研究はTe12議の低励起準位に期待される三重準位の発見
 を主倒的としている。その手段としてr線の精密分析を最近開発されたGe(Li)検出器の製{乍か
 ら始めている。製作技術の困難さを乗超えて非常に分解能のよい(∠E嵩4KeV)Ge(Li)検出器
 を完成させ,これを用いてSb124と1124からのr線の精密分析を行ない,両者から夫々i8本及び26
 本のr線を観測し,且つその相対強度を求めている。これを以前の測定結果に比べると,測定され
 たr線は殆どすべて新しく発見された遷移であり,今までの崩壊図式を全面的に書き換える必要を
 生じ,新しい崩壊図式を提唱している。且つ第二励起準位は三重構造を持つ事をこ、に示している
 が,その準位の童子数はu短甲eには決定できてはいない。
 併し,第二励起準位を三重構造と決定する極手になった669KeVの新しい崩壊γ線の発見は特に
 重大であるし,この発見はGe(Li)検出器以外の検出器では三重構造の検証はできないとした本
 人の予測の正しさを物語っている。
 総括として,この質量領域の低励起準位の比較を述べ,且つ璽に新しく提唱した数多くの準位の
 量子数をuni甲eに決定する手段について蕎及すると圃時に,この研究で得られた範囲内の情報で
 Te124の構造を議論している。
 以上述べた様にこの研究は振動領域の源子核の測定手段としての新しいGe(Li)検出器の威力
 を示し,後続の研究者に一つの道付けをしたと同時にTe124の新しい崩壊図式を決めイその核構造
 についての大きな寄与を与えた。
 よって板垣新治郎提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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